
　千葉県が２０２３年１月から第３子以降の給食費を半額負担することになり、八千代市も半額を
負担することで給食費が実質無償になり、このことによって不登校の子どもの給食費を払い続け
る問題が解消された家庭もありました。
　しかし、第３子以降の給食費無償化では、全体の約８％（就学援助分を除く）でしかありません。
全ての子どもの給食費が無償化されることで、学校へ行けない子どもへの配慮を気にせずに、子
どもたちも安心して学校へ行けるようになるのではないでしょうか？
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第３子以降の無償化で見えてきた問題解決

　現在、 小中学校の給食費を無償化する自治体数は、国の地方創生臨時交付金を使い期間限
定で実施している数も含めますと、全国で５００近くの自治体になります。
　東京２３区では１８区が、 県庁所在地でみても、青森市、大阪市、奈良市、高松市、那覇市が小
中学校共に給食費が無償化されています。
　県内では１２の市と町で給食費の無償化を実施、特定の要件を満たした保護者にたいして補助
をしている市町村は八千代市を含めて４１にもなっています。
　尚、船橋市では国の重点支援交付金を活用し、本年1月から3月まで公立小中学校、特別支援
学校を対象に、物価高騰による保護者負担の軽減を図るため給食費の無償化を実施しています。

全国で大きく動き出している「給食費の無償化」

　全国で学校給食費の無償化が進む中で、八千代市の１２月定例議会では、「小・中学校給食費
の無料化を求める請願」が出されました。
　しかし、自民・保守系、公明などの反対によって否決されてしまいました。（議員別賛否一覧表の
請願部分を抜粋したものを裏面に掲載）
　日本共産党では、引き続き学校給食費の無償化に向けて粘り強く求めていきます。

八千代市では給食費の無料化を求める請願が否決

「いつでも学校へ行けるように」という切実な思い

学校給食は無償化すべき！

　給食は、数日前に学校へ連絡をすることで、 止めることも開始することもできますが、不登校児
童生徒の多くが、給食を止めていない理由には、「子どもがいつでも学校へ行けるように給食費
を払い続けている」「子どもが学校へ行った時に給食が無かったら可哀そう」という声の他に「給
食費を払い続けるか否かで夫婦喧嘩になった」という声も届いています。
　学校へ行けない子どもの保護者は、子どもがいつでも学校へ行けるように給食費を払い続けて
いるのです。

学校へ行けない子どもと給食を休止できない実態
　日本共産党は１２月市議会で、八千代市の２０２２年度の不登校児童生徒数が４４０人、２０２３年
１１月２２日現在で不登校を理由に給食を止めている人数が１５５人であることから、残りの２８５人
分でもある約３分の２の不登校児童生徒が給食を止めないままにしているという実態を明らかに
しました。




